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資料３



頭と体のいきいきトレーニング教室 

 

１ 目的 

   市民が身近な地域で自主的かつ継続的に介護予防活動に取り組むきっか

けづくりを目的に、フレイルや認知機能低下の予防に効果的な、運動、学

習、創作活動等総合的なプログラムメニューによる教室を開催する。 

   

 

 

 

２ 事業内容 

（１）対 象 者  ６５歳以上の市民 

（２）実施場所  各区 1カ所 計７ヶ所 

各教室定員２５名 

（３）実施回数  １ヶ所につき全８回、１回１２０分 

（４）実施内容（詳細は次ページの通り） 

講話（高血圧・介護予防・ヒアリングフレイル） 

ＩＣＴ活用講座 

脳トレ（学習編・運動編） 

創作活動（カレンダーづくり） 

グループワーク（興味・関心の発掘） 

認知症サポーター養成講座  

ホームプログラムの提供（脳トレ問題・運動） 

 

 

３ 教室申込の状況（人） 

 門 司 小倉北 小倉南 若 松 八幡東 八幡西 戸 畑 計 

申込数 ３４ ３３ ３０ ３９ １９ ５６ ４０ ２５１ 

倍率 １．４ １．３ １．２ １．６ ０．８ ２．２ １．６ １．４ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【KPI】 健康づくりや介護予防のために取り組んでいることが「ある」人の割合 

      R４：５９．６％  ⇒  R８：６３％       出典：高齢者等実態調査（一般高齢者） 
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実施内容 

 

１
回
目 

講話 教室の目的、正しい血圧の測り方 

学習 脳トレ問題 

運動 きたきゅう体操 

グループ 自己紹介ゲーム、コグニサイズ 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 脳トレ問題 

２
回
目 

講話 介護予防、ヒアリングフレイル、生活習慣病予防 

ICT 活用 オンライン通いの場アプリ等の操作体験 

運動 きたきゅう体操、ブレパサイズ 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 通いの場アプリの使用など 

３
回
目 

講話 興味関心発掘プログラムの目的 

学習 興味関心チェックシートの記入 

運動 きたきゅう体操、安全体操、ブレパサイズ 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 安全体操の実施、脳トレ問題 

４
回
目 

グループ 興味・関心発掘プログラム 

運動 ながら体操 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 脳トレ問題 

５
回
目 

講話 認知症サポーター養成講座 

運動 ながら体操、安全体操、ブレパサイズ、きたきゅう体操 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 脳トレ問題 

６
回
目 

創作活動 カレンダーづくり 

運動 きたきゅう体操、ブレパサイズ 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 カレンダーの記入 

７
回
目 

グループ 興味関心発掘プログラム 

創作活動 カレンダーづくり 

運動 きたきゅう体操、ながら体操、安全体操、ブレパサイズ 

ﾎｰﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供 カレンダーの素材の準備 

８
回
目 

創作活動 
カレンダーづくり 

グループ 

運動 きたきゅう体操、ながら体操、安全体操、ブレパサイズ 
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難聴（ヒアリング・フレイル）啓発の取組みについて 

 

国においては、令和６年９月に策定した高齢社会対策大綱の中で、「加齢に伴

う身体機能・認知機能の変化に対応したきめ細かな施策展開・社会システムの構

築」を目指しており、その１つとして加齢による難聴等の早期スクリーニングや

定期的なケアの必要性の普及啓発を図ることとしています。 

北九州市では高齢者が難聴に関心を持てるよう、難聴啓発チラシによる広報

や出前講座、支援者向け研修会など、難聴（ヒアリング・フレイル）の啓発に取

組んでいます。 

 

〔主な取組内容〕 

（１）難聴啓発チラシ（市民向け）（別添） 

高齢者やその家族が難聴に気づき、医療機関への早期受診につなげること

を目的に、聞こえのセルフチェックや医療機関受診の重要性、難聴予防の取

組みなどを掲載したチラシを作成し、市民への啓発に活用します。 

 

（２）難聴の基礎知識パンフレット（支援者向け）（別添） 

   高齢者に関わる支援者の難聴に関する理解を深めることを目的に、難聴

の基礎知識や伝わりやすい話し方、機器の紹介などを取りまとめたパンフ

レットを福岡県言語聴覚士協会と協力して作成し、研修等に活用します。 

 

（３）出前講座への講師派遣 

   市の言語聴覚士が、難聴の基礎知識、聞こえのセルフチェック、聴覚補助

機器などを学ぶ出前講座を行っています。 

 

（４）聞こえの相談窓口 

   市の言語聴覚士が聞こえやコミュニケーションの相談を実施しています。 

 

 

    【出前講座の申込み、聞こえの相談窓口】   

地域リハビリテーション推進課 

     （電話） ５２２－８７２４ 

     （メールアドレス） ho-chiikiriha@city.kitakyushu.lg.jp 
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参考資料



高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について 
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１ ハイリスクアプローチ 

後期高齢者健診の有所見者（血圧・血糖・腎機能等）や健康状態不明者（健診、医

療、介護の利用がない者）に医療専門職が生活習慣病予防等の保健指導を行う。 

 

表：令和 5 年度抽出基準と実績（対象者数：1,006 人 延支援回数：1,507 件） 

区分 

抽出基準 
対象者

数 

延支援 

回数 年齢 健診結果 医療 介護 
人工 

透析 

①

高
血
圧 

79 歳

以下 

Ⅱ度高血圧以上 

（収縮期 160 以上または 

拡張期 100 以上） 

（Ⅲ度高血圧は８４歳以下） 

未治療・ 

治療中断 
なし なし 537 ８０７ 

②

高
血
糖 

79 歳

以下 
HbA1c8.0 以上 

未治療・ 

治療中断 
なし なし １６ ３７ 

③

慢
性 

腎
臓
病 

79 歳

以下 

尿たんぱく２＋以上または

eGFR30 未満 

未治療・ 

治療中断 

治療中 

なし なし ３２７ ５３７ 

④

心
房
細
動 

79 歳

以下 
心房細動有所見 

未治療・ 

治療中断 
なし なし １６ １６ 

⑤

健
康
状
態 

不
明
者 

80 ～

89 歳 
R3、R4 の２年間において健診・医療・介護なし ８７ ８７ 

⑥

その

他 

健診結果や医療レセプトから保健指導が必要と判断した者 ２３ ２３ 

（参考）後期高齢者健診受診者数 R3：19,541 人、R4：20,617 人 
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２ ポピュレーションアプローチ 

 サロン等の通いの場において医療専門職が健康教育や健康相談を実施する。 

  

  表：R4、5 年度ポピュレーションアプローチ実績 

 R４ R５ 

健康教育 

健康相談 

箇所数（会場） ４１６ 1,112 

参加者数（人） 17,170 23,593 

フレイル状態の把握 
箇所数（会場） １８３ 332 

参加者数（人） 2,948 4,924 

気軽に相談できる 

環境づくり 

箇所数（会場） ６７ 17 

参加者数（人） 2,523 1,017 

 
 
 表：令和4、5年度継続支援サロン等のフレイルリスクがある者の割合（N※＝403） 

（※R４年度７５歳以上の継続参加者） 

フレイルチェック項目 R4 R5 

①健康状態 10.7% 7.9% 

②心の健康状態 6.2% 5.5% 

③食習慣 4.0% 3.5% 

④口腔機能（咀嚼） 29.8% 29.5% 

⑤口腔機能（嚥下） 20.6% 24.1% 

⑥体重変化 13.6% 11.4% 

⑦歩く速度 61.0% 63.3% 

⑧転倒 20.1% 18.6% 

⑨運動習慣(週１回以上) 24.1% 25.1% 

⑩認知機能（物忘れ） 13.6% 12.9% 

⑪認知機能（日付認識） 24.8% 23.8% 

⑫喫煙 1.7% 2.2% 

⑬社会参加(外出の機会) 2.7% 1.5% 

⑭社会参加（人付き合い） 1.5% 1.5% 

⑮身近な相談相手 3.7% 5.0% 

  網掛け（10 項目）：フレイルリスクのある者の割合が減少及び維持 
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